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１．2025年８月期第３四半期の連結業績（2024年９月１日～2025年５月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上収益 営業利益 税引前利益 四半期利益
親会社の所有者に

帰属する四半期利益

四半期包括利益

合計額

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年８月期第３四半期 11,496 34.1 998 41.9 985 42.5 594 32.2 594 32.2 615 36.9

2024年８月期第３四半期 8,571 19.7 703 291.7 691 297.4 450 100.4 450 101.7 450 100.4

基本的１株当たり
四半期利益

希薄化後１株当たり
四半期利益

円 銭 円 銭

2025年８月期第３四半期 185.76 177.83

2024年８月期第３四半期 162.19 150.11

（２）連結財政状態

資産合計 資本合計
親会社の所有者に
帰属する持分

親会社所有者
帰属持分比率

百万円 百万円 百万円 ％

2025年８月期第３四半期 10,615 4,292 4,292 40.4

2024年８月期 9,781 3,350 3,350 34.3

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年８月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2025年８月期 － 10.00 －

2025年８月期(予想) 12.00 22.00
(注)１.直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

２.2025年８月期（予想）の１株当たり期末配当金につきましては、2025年6月20日に公表しております、「株式併合に伴う配当予想の修正

に関するお知らせ」に記載のとおり、2025年７月31日に予定されている当社の臨時株主総会において付議される予定の当社株式1.2株を

１株に併合する株式併合に係る議案が原案通り承認可決されることを前提として記載しております。

３．2025年８月期の連結業績予想（2024年９月１日～2025年８月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上収益 営業利益 税引前利益 当期利益
親会社の所有者に

帰属する当期利益

基本的１株当たり

当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,000 18.9 1,100 16.9 1,100 21.9 723 △12.4 723 △12.4 294.48
(注)１.直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無

２.2025年８月期の連結業績予想の基本的１株当たり当期利益は、2025年6月20日に公表しております、「株式併合及び定款一部変更に関す

るお知らせ」に記載のとおり、2025年７月31日に予定されている当社の臨時株主総会において付議される予定の当社株式1.2株を１株に

併合する株式併合に係る議案が原案通り承認可決されることを前提として記載しております。



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 １社（社名） 株式会社SHC 、除外 １社（社名）
株式会社プレミアムビジネス
サポート

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

① ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 2025年８月期３Ｑ 3,307,470株 2024年８月期 3,175,290株

② 期末自己株式数 2025年８月期３Ｑ 82,440株 2024年８月期 94,044株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 2025年８月期３Ｑ 3,200,237株 2024年８月期３Ｑ 2,771,886株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 有(義務)

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
(将来に関する記載等についてのご注意)
本資料に記載されている業績予想等に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一
定の前提に基づいており、その達成を当社として保証するものではありません。なお、将来予測情報については、
添付資料(P.３「１.経営成績等の概況 (３) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」)に記載しておりま
す。

(株式併合後の配当及び業績予想について)
当社は、2025年７月31日開催予定の臨時株主総会における承認可決に基づき、2025年８月11日に株式併合を実施す
る予定です。株式併合の影響を考慮した2025年８月期の配当予想、連結業績予想は以下のとおりであります。
(１)2025年８月期の配当予想

１株当たり配当金 第２四半期末 10円00銭(第２四半期末の配当は、株式併合前の株式数に対して支払
われております)

期末 12円00銭
(２)2025年８月期の連結業績予想

基本的１株当たり当期利益 294円48銭
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

当第３四半期連結累計期間（2024年９月１日～2025年５月31日）における我が国の経済は、賃上げの広がりと訪

日客増加による内需の底堅さに加え、企業利益や設備投資の回復を背景に緩やかな成長を維持しておりますが、物

価高・社会保険料負担の増加等に伴う実質手取額が減少しており、また、政局・外圧による景気後退懸念等が発生

しており、予断の許さない状況が継続しております。

一方、当社を取り巻く事業環境は、核家族化、若者の都心部流入による一人世帯の増加などから、人口は減少して

いるものの、全国世帯数は進行期以降の5年間で約450千世帯の増加、特に関東・関西・中部・九州の大都市を含む

エリアでは542千世帯のの増加が見込まれており、事業環境的には安定した状況が継続されるものの見込んでおりま

す。また、当社グループは、業種業態にこだわらず、あらゆる商品を世の中にまだない販売の手法を考えて新たな

市場(ブルーオーシャン)を構築し、独占的に販売することを営業方針として掲げ、既存事業の強化と新たな成長基

盤の確立に取り組んでまいりました。

このような環境下で、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上収益11,496,292千円(前年同期比34.1％増)、営

業利益は998,359千円(前年同期比41.9％増)、税引前四半期利益は984,780千円(前年同期比42.5％増)、親会社の所

有者に帰属する四半期利益は594,484千円(前年同期比32.2％増)となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

①資産、負債及び資本の状況

（資産）

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、10,614,963千円となり、前連結会計年度末比834,012千円の増加とな

りました。その主な要因は、現金及び現金同等物が443,680千円増加、その他の金融資産(非流動資産)が200,089千

円増加、のれんが160,865千円増加、営業債権及びその他の債権が122,619千円増加、その他の流動資産が112,693千

円増加した一方、その他の金融資産(流動資産)が149,527千円減少したこと等によるものであります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、6,322,544千円となり、前連結会計年度末比108,270千円の減少とな

りました。その主な要因は、リース負債(非流動負債)が137,335千円減少、営業債務及びその他の債務が123,940千

円減少、その他の流動負債が68,031千円減少した一方、未払法人所得税が229,898千円増加したこと等によるもので

あります。

（資本）

当第３四半期連結会計期間末の資本合計は、4,292,420千円となり、前連結会計年度末比942,283千円の増加とな

りました。その主な要因は、親会社の所有者に帰属する四半期利益の計上等に伴う利益剰余金が562,552千円増加、

資本剰余金が247,054千円増加、資本金が86,518千円増加したこと等によるものであります。

②キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計年度末に比べ

443,680千円増加し、2,968,014千円となりました。当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状

況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結累計期間における営業活動の資金収支は、税引前四半期利益が984,780千円、減価償却費及び償

却費の計上が275,906千円、営業債権及びその他の債権が152,797千円増加、法人所得税の支払額の計上が159,038千

円等により987,076千円の収入（前年同期は657,019千円の収入）となりました。
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(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結累計期間における投資活動の資金収支は、子会社株式の取得による収入128,898千円、有形固定

資産の取得による支出44,852千円、長期貸付けによる支出86,000千円、投資有価証券の売却による収入80,473千円、

有形固定資産の売却による収入7,884千円、子会社株式の売却による収入14,752千円等により189,094千円の収入

（前年同期は328,325千円の支出）となりました。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結累計期間における財務活動の資金収支は、長期借入金の返済による支出600,767千円、リース負

債の返済による支出143,380千円、自己株式の取得による支出84,172千円、短期借入金の純増加額65,000千円等によ

り732,490千円の支出（前年同期は523,194千円の収入）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想については、2024年10月18日の「2024年８月期 決算短信」で公表いたしました通期の連結業績予想

に変更はありません。

また、当社は、2025年７月31日開催予定の臨時株主総会における承認可決を前提に、2025年８月11日に株式併合を

実施する予定です。詳細については、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご確認ください。

（４）利益配分に関する基本方針及び当期の配当

当社は、財務体質の強化並びに事業拡大のための投資を優先し、さらなる企業価値の向上を目指すことが株主に対

する最大の利益還元につながると考えております。一方で株主の皆様への利益還元についても重要な経営課題として

認識しており、社内で慎重に協議を重ねた結果、2024年11月28日公表の計画通りに配当を実行することとし、当期の

年間配当金の総額は、当初の予定どおり１株当たり20円(中間配当金10円(2025年５月30日に実施済み)、期末配当金10

円)実施いたします。

また、当社は、2025年７月31日開催予定の臨時株主総会における承認可決を前提に、2025年８月11日に株式併合を

実施する予定です。詳細については、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご確認ください。
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２．要約四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）要約四半期連結財政状態計算書

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年８月31日)

当第３四半期
連結会計期間

(2025年５月31日)

資産

流動資産

現金及び現金同等物 2,524,334 2,968,014

営業債権及びその他の債権 1,951,293 2,073,913

棚卸資産 36,919 42,075

その他の金融資産 193,506 43,979

未収法人所得税 35,026 －

その他の流動資産 101,540 214,234

流動資産合計 4,842,620 5,342,215

非流動資産

有形固定資産 198,730 251,584

使用権資産 1,441,603 1,292,493

のれん 1,886,544 2,047,409

無形資産 739,228 765,334

投資不動産 63,136 135,210

その他の金融資産 453,962 654,051

繰延税金資産 138,371 116,902

その他の非流動資産 16,757 9,765

非流動資産合計 4,938,331 5,272,748

資産合計 9,780,951 10,614,963
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年８月31日)

当第３四半期
連結会計期間

(2025年５月31日)

負債及び資本

負債

流動負債

営業債務及びその他の債務 1,615,334 1,491,394

社債及び借入金 994,028 941,516

リース負債 178,470 170,507

未払法人所得税 73,165 303,063

返金負債 209,437 268,067

引当金 － 61,915

その他の流動負債 516,660 448,629

流動負債合計 3,587,094 3,685,091

非流動負債

社債及び借入金 1,409,958 1,301,048

リース負債 1,268,578 1,131,243

引当金 41,622 54,304

繰延税金負債 108,361 136,563

その他の非流動負債 15,202 14,295

非流動負債合計 2,843,720 2,637,453

負債合計 6,430,814 6,322,544

資本

資本金 415,982 502,500

資本剰余金 1,447,021 1,694,075

利益剰余金 1,673,326 2,235,879

自己株式 △248,997 △227,249

その他の資本の構成要素 62,803 87,215

親会社の所有者に帰属する持分合計 3,350,136 4,292,419

非支配持分 1 1

資本合計 3,350,137 4,292,420

負債及び資本合計 9,780,951 10,614,963
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（２）要約四半期連結損益計算書及び要約四半期連結包括利益計算書

要約四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年９月１日
至 2024年５月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年９月１日
至 2025年５月31日)

売上収益 8,571,246 11,496,292

売上原価 2,917,319 3,362,397

売上総利益 5,653,927 8,133,895

販売費及び一般管理費 4,984,908 7,221,625

その他の収益 35,253 91,649

その他の費用 819 5,561

営業利益 703,452 998,359

金融収益 8,400 23,794

金融費用 20,644 37,372

税引前四半期利益 691,208 984,780

法人所得税費用 241,640 390,296

四半期利益 449,568 594,484

四半期利益の帰属

親会社の所有者 449,568 594,484

非支配持分 － △1

四半期利益 449,568 594,484

１株当たり四半期利益

基本的１株当たり四半期利益（円） 162.19 185.76

希薄化後１株当たり四半期利益（円） 150.11 177.83
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要約四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年９月１日
至 2024年５月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年９月１日
至 2025年５月31日)

四半期利益 449,568 594,484

その他の包括利益

純損益に振り替えられることのない項目

確定給付制度の再測定 － 225

その他の包括利益を通じて公正価値で
測定する資本性金融資産

－ 20,764

その他の包括利益合計 － 20,989

四半期包括利益 449,568 615,473

四半期包括利益の帰属

親会社の所有者 449,568 615,473

非支配持分 － △1

四半期包括利益 449,568 615,473
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（３）要約四半期連結持分変動計算書

前第３四半期連結累計期間(自 2023年９月１日 至 2024年５月31日)

(単位：千円)

親会社の所有者に帰属する持分

資本金
資本
剰余金

利益
剰余金

自己株式
その他の
資本の
構成要素

合計
非支配
持分

資本
合計

2023年９月１日残高 354,016 320,999 848,017 △91,349 18,268 1,449,951 1 1,449,952

四半期利益 － － 449,568 － － 449,568 － 449,568

四半期包括利益 － － 449,568 － － 449,568 － 449,568

新株の発行 34,295 34,295 － － － 68,590 － 68,590

自己株式の取得 － － － △505,438 － △505,438 － △505,438

株式報酬取引 － － － － 4,106 4,106 － 4,106

株式交換による変動 － 785,836 － 215,534 － 1,001,370 － 1,001,370

所有者との取引額等合計 34,295 820,131 － △289,903 4,106 568,628 － 568,628

2024年５月31日残高 388,311 1,141,130 1,297,585 △381,252 22,374 2,468,146 1 2,468,148

当第３四半期連結累計期間(自 2024年９月１日 至 2025年５月31日)

(単位：千円)

親会社の所有者に帰属する持分

資本金
資本
剰余金

利益
剰余金

自己株式
その他の
資本の
構成要素

合計
非支配
持分

資本
合計

2024年９月１日残高 415,982 1,447,021 1,673,326 △248,997 62,803 3,350,136 1 3,350,137

四半期利益 － － 594,484 － － 594,484 △1 594,484

その他の包括利益 － － － － 20,989 20,989 － 20,989

四半期包括利益 － － 594,484 － 20,989 615,473 △1 615,473

新株の発行 86,518 86,518 － － － 173,035 － 173,035

自己株式の取得 － － － △84,172 － △84,172 － △84,172

配当金 － － △32,157 － － △32,157 － △32,157

株式報酬取引 － － － － 4,106 4,106 － 4,106

新株予約権の増減 － 458 － － △458 1 － 1

利益剰余金への振替 － － 225 － △225 － － －

株式交換による変動 － 160,078 － 105,920 － 265,998 － 265,998

所有者との取引額等合計 86,518 247,054 △31,932 21,748 3,423 326,810 － 326,810

2025年５月31日残高 502,500 1,694,075 2,235,879 △227,249 87,215 4,292,419 1 4,292,420
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（４）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年９月１日
至 2024年５月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年９月１日
至 2025年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期利益 691,208 984,780

減価償却費及び償却費 152,841 275,906

金融収益 △8,400 △23,794

金融費用 20,644 37,372

棚卸資産の増減額（△は増加） △13,536 △1,086

営業債権及びその他の債権の増減額
（△は増加）

△173,248 △152,797

営業債務及びその他の債務の増減額
（△は減少）

32,131 △113,525

引当金の増減額（△は減少） 18,842 61,345

その他の増減額 2,541 73,646

小計 723,022 1,141,847

利息及び配当金の受取額 1,227 6,295

利息の支払額 △17,056 △37,253

法人所得税の支払額 △59,268 △159,038

法人所得税の還付額 9,095 35,225

営業活動によるキャッシュ・フロー 657,019 987,076

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の売却による収入 3,100 7,884

有形固定資産の取得による支出 △58,755 △44,852

無形資産の取得による支出 － △2,450

短期貸付金の純増減額(△は増加) 9,494 44,677

長期貸付金の回収による収入 30,404 53,126

長期貸付けによる支出 △178,600 △86,000

敷金及び保証金の回収による収入 136 1,902

敷金及び保証金の差入による支出 △25,078 △9,155

子会社株式の取得による収入 290,376 128,898

子会社株式の取得による支出 △417,620 －

子会社株式の売却による収入 － 14,752

投資有価証券の売却による収入 31,416 80,473

投資有価証券の取得による支出 △20,057 △160

保険積立金の払戻による収入 8,000 －

保険積立金の積立による支出 △1,140 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △328,325 189,094

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 590,000 65,000

長期借入れによる収入 1,030,000 50,000

長期借入金の返済による支出 △499,137 △600,767

リース負債の返済による支出 △98,829 △143,380

株式の発行による収入 19,606 26,210

自己株式の取得による支出 △505,446 △84,172

社債の償還による支出 △13,000 △14,000

配当金の支払額 － △31,380

財務活動によるキャッシュ・フロー 523,194 △732,490

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 851,888 443,680

現金及び現金同等物の期首残高 1,264,656 2,524,334

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,116,544 2,968,014
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（５）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項

（適用される財務報告の枠組み）

当社グループの要約四半期連結財務諸表(要約四半期連結財政状態計算書、要約四半期連結損益計算書、要約四半期

連結包括利益計算書、要約四半期連結持分変動計算書、要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記)は、株式

会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第５条第２項(ただし、同基準第５条第５項に定める記載の省略を

適用)に準拠して作成しており、国際会計基準第34号「期中財務報告」で求められる開示項目及び注記の一部を省略し

ております。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第３四半期連結累計期間において、当社を株式交換完全親会社とし、株式会社SHCを株式交換完全子会社とする株

式交換を実施いたしました。この結果、資本剰余金が160,078千円増加し、自己株式が105,920千円減少しておりま

す。

（セグメント情報等の注記）

当社グループは、ラストワンマイル事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（重要な後発事象）

（簡易株式交換による株式会社テルベルの完全子会社化）

当社は、2025年７月15日開催の取締役会において、当社を株式交換完全親会社、株式会社テルベルを株式交換完全

子会社とする簡易株式交換を行うことを決議し、2025年７月16日付で株式交換契約を締結する予定であります。また、

本株式交換については、今後開催予定の株式会社テルベル臨時株主総会において承認を受けた上で、効力発生日は、

2025年９月１日を予定しております。なお、本株式交換は、会社法第796条第２項の規定に基づく、当社の株主総会の

承認を必要としない簡易株式交換であります。

（１）企業結合の概要

① 被取得企業の名称及び事業の内容

被取得企業の名称 株式会社テルベル

事業の内容 「アパート・マンションWi-Fi スターネット」事業、ホテル・旅館・商業施設Wi-Fiサー

ビス「Wi-Fi AIR」事業等

② 企業結合の目的

株式会社テルベルは、新潟県及びその近県を中心に「アパート・マンションWi-Fi スターネット」事業、ホテ

ル・旅館・商業施設Wi-Fiサービス「Wi-Fi AIR」事業等を運営しております。株式会社テルベルは、当社グルー

プと同様にアパート・マンションWi-Fiスターネット事業等から得られるストック型の収益と、フロー型の収益を

収益の柱として事業運営しており、当社グループの主要事業の１つである集合住宅向け無料インターネット事業

の拡大を加速させることに大きく貢献することが期待されるため、本株式交換を行うものであります。

③ 企業結合日

2025年９月１日(予定)

④ 企業結合の法的形式

当社を株式交換完全親会社とし、株式会社テルベルを株式交換完全子会社とする簡易株式交換

⑤ 結合後企業の名称

いずれも変更はありません。

⑥ 取得する議決権比率

100％

⑦ 取得企業を決定するに至った主な根拠

当社を完全親会社とする株式交換であることによるものであります。
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（２）株式の種類別の交換比率及び現金対価並びにその算定方法並びに交付する株式数、現金対価の総額

① 株式の種類別の交換比率及び現金対価

当社普通株式１：株式会社テルベル普通株式11.37216549及び１株当たりの現金対価213,636.363636円

② 株式交換比率の算定方法

本株式交換に用いられる株式交換比率の算定にあたって、公平性・妥当性を確保するため、当社並びに株式会

社テルベルから独立した第三者算定機関である、株式会社Stand by C(以下「評価機関」といいます。)に当社及

び株式会社テルベルの株式価値及び本件株式交換比率の算定を依頼し、本算定結果を参考に、両社の財務状況、

資産状況、将来の見通し等の要因を総合的に勘案した上で、株式会社テルベルとの間で真摯に協議・検討を重ね、

決定いたしました。なお、本株式交換比率は、2025年７月31日に予定されている当社の臨時株主総会において付

議される予定の当社株式1.2株を１株に併合する株式併合（以下「本株式併合」といいます。）に係る議案が原案

通り承認可決され、本株式交換が効力を生ずる時点までに本株式併合の効力が発生することを前提としており、

本株式併合が、本株式交換が効力を生ずる時点までに効力を生じなかった場合には、テルベルの普通株式１株に

対して割当交付する当社株式数は上記株式数を1.2で除した数とします。

当社については、東京証券取引所グロース市場に上場しており、市場価格が存在していることから、市場株価

法を用いて算定を行いました。市場株価法においては、2025年７月14日を基準日として、東京証券取引所グロー

ス市場における基準日前３か月間(2025年４月15日から2025年７月14日まで)の終値の単純平均値を採用しており

ます。

株式会社テルベルについては、非上場会社であり市場株価が存在しないこと及び将来の事業活動の状況を算定

に反映するため、ディスカウンテッド・キャッシュ・フロー法を用いて株式価値の算定をしております。ディス

カウンテッド・キャッシュ・フロー法では、株式会社テルベルより評価機関が開示を受けた事業計画に基づき、

算定基準日である2025年４月30日以降に株式会社テルベルが創出すると見込まれるフリー・キャッシュ・フロー

を、一定の割引率で現在価値に割り引くことによって株式価値を算出しております。

③ 交付株式数及び現金対価の総額

25,018株(予定)(交付株式数の全株は、当社の自己株式を充当する予定です。)

現金対価の総額 470,000,000円

(３) 被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

（単位：千円）

現金 470,000

本株式交換で交付する当社普通株式の公正価値(予定) 100,000

取得原価(予定) 570,000

(４) 取得した資産及び引き受けた負債の額

現時点において確定しておりません。

(５) 取引関連費用

アドバイザリー費用等60,000千円（概算）

(６) 会計処理の概要

本株式交換は、IFRS第３号「企業結合」における取得法により会計処理する予定であります。なお、本株式交換

に伴い、当社の連結財務諸表上、のれん又は負ののれん発生益が発生する見込みでありますが、金額及び会計処理

につきましては、現時点においては確定しておりません。
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(CITV光株式会社の吸収合併)

当社は、2025年７月15日開催の取締役会において、連結子会社であるCITV光株式会社を吸収合併することを決議し

同日付で合併契約を締結しました。

(１)企業結合の概要

① 結合当事企業の名称及びその事業の内容

結合企業(存続会社)

名称 株式会社ラストワンマイル

事業の内容 アライアンス事業、集合住宅向け無料インターネット事業、コンタクトセンター事業、ホテル事

業、リスティング・メディア事業

被結合企業(消滅会社)

名称 CITV光株式会社

事業の内容 集合住宅向けインターネット(無料インターネットマンション)事業

② 企業結合の目的

経営資源を一元化、経営体制を集約し事業運営を一体化することで、効率的な経営を行うことを目的としてお

ります。

③ 企業結合日

2025年９月１日

④ 企業結合の法的形式

株式会社ラストワンマイルを存続会社とし、CITV光株式会社を消滅会社とする吸収合併方式

⑤ 結合後企業の名称

株式会社ラストワンマイル

(２)当社グループに与える影響

本合併は、当社と完全子会社による合併であり、当社グループの連結業績に与える影響はありません。

(資本金及び資本準備金の額の減少)

当社は、2025年６月20日開催の取締役会において、資本金及び資本準備金の額の減少について、2025年７月31日開

催予定の臨時株主総会に付議することを決議いたしました。

(１)資本金及び資本準備金の額の減少の目的

当社は、今後の資本政策の柔軟性及び機動性を確保するとともに、適切な税制の適用を通じて当社グループの成

長戦略をより強力に推進することを目的として、資本金及び資本準備金の額の減少を行います。

(２)資本金及び資本準備金の額の減少の内容

会社法第447条第１項の規定に基づき、資本金及び資本準備金の額を減少し、これらをその他資本剰余金に振り替

えるものです。なお、当社が発行しているストック・オプション（新株予約権）が資本金の額の減少の効力発生日

までに行使された場合等により、資本金の額及び減少後の資本金の額が変動いたします。

① 減少すべき資本金の額

資本金 502,499,850円 のうち 402,499,850円

資本準備金 1,666,107,284円 のうち 1,566,107,284円

② 増加するその他資本剰余金の額

その他資本剰余金 1,968,607,134円

(３)日程

① 取締役会決議日 2025年６月20日

② 臨時株主総会決議日 2025年７月31日(予定)

③ 債権者異議申述最終期日 2025年８月30日(予定)
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④ 効力発生日 2025年８月31日(予定)

(４)その他重要な事項がある場合にはその内容

本件による資本金及び資本準備金の額の減少は、当社の貸借対照表の純資産の部における勘定科目間の振替処理

であり、当社の損益及び純資産額に変動を生じるものではなく、当社の業績に与える影響はありません。

なお、本件は、2025年７月31日開催予定の臨時株主総会において承認可決されることを条件としております。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年７月15日

株式会社ラストワンマイル

取締役会 御中

フェイス監査法人

東京都渋谷区

指定社員
業務執行社員

公認会計士 中川 俊介

指定社員
業務執行社員

公認会計士 大槻 直太

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社ラストワンマイルの2024年９月１日から

2025年８月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2025年３月１日から2025年５月31日まで）及び第３四

半期連結累計期間（2024年９月１日から2025年５月31日まで）に係る要約四半期連結財務諸表、すなわち、要約四半期

連結財政状態計算書、要約四半期連結損益計算書、要約四半期連結包括利益計算書、要約四半期連結持分変動計算書、

要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の要約四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第５条第２項（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第５条第５項に定める記載の省略が適用さ

れている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「要約四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」

に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立して

おり、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

強調事項

注記事項（重要な後発事象）に記載されているとおり、会社は、2025年７月15日開催の取締役会において、会社を株

式交換完全親会社、株式会社テルベルを株式交換完全子会社とする簡易株式交換を行うことを決議している。

当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

要約四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第５条第２項（ただし、四半期財務諸表等

の作成基準第５条第５項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して、要約四半期連結財務諸表を作成するこ

とにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない要約四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必

要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

要約四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき要約四半期連結財務諸表を作成す

ることが適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第５条第２項（ただし、

四半期財務諸表等の作成基準第５条第５項に定める記載の省略が適用されている。）に基づき、継続企業に関する事項

を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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要約四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から要約四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュ

ー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施

される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、要約四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取

引所の四半期財務諸表等の作成基準第５条第２項（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第５条第５項に定める記

載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付け

る。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において要約四半期

連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する要約四半期連結財務諸表の注記事項

が適切でない場合は、要約四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企

業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 要約四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第５条

第２項（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第５条第５項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して

作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 要約四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手す

る。監査人は、要約四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人

は、単独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

(注)１.上記の期中レビュー報告書の原本は当社(四半期決算短信開示会社)が別途保管しております。

２.XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。


